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論 文 内 容 要 旨
※整理番号 2 38 1 ， りがな▲ 1_
修 士 論 文 題 目 ？し幼児の医療機関受診行動におヴる保護者の不安と就労との関連







方法：A 市 （約 9 万人）が乳幼児健診の来所者に対して実施した無記名自記式質問紙調査「子 
どもの医療機関に関する調査J (平成2 9年 7 月〜8 月）のデータをA市の許可を得て二次的 




結果：521名の保護者の平均年齢は33.0土 5 .3歳で核家族世帯72.8%であった。健診対象児 
は乳児が38.0%、幼児が62.0%であった。普段の受診は94.6%が 「発熱」を基準としていた。 
それ以外の基準に「不安」がある割合は全体では38.5°/。で、子どもの数が「1 人(37.0%)」の 
場合や、過去半年間に児の体調不良を一度も経験しなかった者（32.5%) J においてはこ「不 
安」の割合はそれぞれ50.8%、47.3%と高かった（p <0.05)。反対に過去半年間の救急外来 













(備考 )1 .研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （1,200字程度）
2 . ’※印の欄には記入しないこと。
